
・岐阜ICの開通は、所要時間短縮、

搬送の大部分で振動の少ない高速

道路を使える等のメリットがあります。

・本巣IC～岐阜ICの開通により、

揖斐郡からの救急搬送時間

の短縮にも期待しています。

 県唯一の高度救命救急センター直近に岐阜ICが開通。アクセス性の向上に
より、救急医療活動を支援。

 岐阜IC周辺では、研究機関や企業、高度な研究や人材の集積に期待。

岐阜大学医学部附属病院の時間圏域エリアが拡大

岐阜IC周辺ではライフサイエンス拠点の形成を支援

■カーラーの救命曲線

出典：国土交通省ヒアリング調査（令和6年11月）

■岐阜大学医学部附属病院の時間圏域の拡大

≪岐阜大学の声≫

≪岐阜薬科大学の声≫
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出典：国土交通省ヒアリング調査（令和6年11月）

■ICからのアクセス向上

出典：指定最高速度を用いて算出

岐阜IC

山県IC

10分
（一般道利用）

IC
直近

岐阜大学
医学部附属病院

ICからの
所要時間が
大幅減！

令和6年11月撮影

≪岐阜大学医学部附属病院の声≫

・東海地区のライフサイエンス拠点に関わる研究拠点開発にふさわしい

高度な研究や人材が集積されることが期待されます。

・岐阜ICには、岐阜市北西部の新たな玄関口としての役割を期待しており、

研究機関や関連企業の誘致・立地支援においてメリットになります。

沿線市町の第3次救急医療機関
東海環状道未整備時の30分圏域

東海環状道全線整備後の30分圏域拡大エリア

※R3道路交通センサス昼間平均旅行速度より算出 東海環状道未開通区間は規制速度70km/hと設定

未整備時の60分圏域

全線整備後の60分圏域拡大エリア

東海環状道を利用した岐阜大学医学部附属病院への救急搬送（ヒアリングによる）
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WISENET2050への対応

岐阜大学医学部
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令和10年度に岐阜薬科大学
の新キャンパス整備予定

救急医療活動や医療拠点の形成を支援
期待される
効果③




